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1 は じ め に

肥育牛の飼養において,繊維源としての粗飼料の給与と,
その確保が重要な課題である。 1年 2作体系は単位面積当

りの粗飼料生産量を高める方法として有効であるが,こ の

作付体系を活用するためには,冬作物の大麦及びライ麦も

粗飼料として有効に給与する必要がある。

大麦及びライ麦についてはサイレージ調製が適している

が,1年 2作体系では夏作物の作期の制約を受けるため ,

サイレージの適期の調製が難しく,サ イレージの品質も不

安定である。

そこで,本試験では 1年 2作体系で収穫,調製した大麦

及びライ麦サイレージの給与技術の基礎資料を得る目的で,

肥育牛における大麦・ ライ麦サイレージの給与割合が乾物

摂取量及び血液成分に及ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法

(1)供試動物
肥育中期の交雑種 4頭と日本短角種 (NN)2頭の計 6
頭の去勢雄牛 (体重420kg～ 470kg)を供試した。交雑種の

内訳はサンタガートルーディス×短角 (SN)が 2頭,ブ
ラーマン×ホルスタイン (ZH)が 2頭である。
0)飼料の調製と給与
本試験では給与飼料中のサイレージを, トウモロコンサ

イレージから,大麦サイレージ,ラ イ麦サイレージの比率

を高めた。大麦は6月 18日 (糊熱期)収穫の,ラ イ麦は 5

月17日 (出穂期)収穫のサイレージである。なお,ラ イ麦
は天日で 1日 間予乾した。 トウモロコンサイレージは黄熟
後期に収穫調製した。混合割合は表 1に示したように,大
麦 (B),ラ イ麦サイレージ (R)を , トウモロコンサイ
レージ (C)と , 1:2(BlC2区,RlC2区 ), 2:1(B
2Cl区 ,R2Cl区 )の割合か,も しくは単独で (C区,B区),
全サイレージの書1合が約60%になるように決めた。また ,

蛋自質を補給するためヘイキュープを15%程度混合した。

C区,31C2区 ,B2Cl区 ,B区 ,R102区 ,R2Cl区 の順
に 2週間間隔で給与し,各飼料の給与最終日に給与開始 3

時間後に頸静脈血の採取を行った。

6)分 析
サイレージの飼料成分は常法で,有機酸組成はガスクロ

マトグラフィーで定量した。血液成分は酵素法 (グルコー

ス :COD法 ,遊離脂肪酸 :ア シルCOAオ キンダーゼ法,
コレステロール :コ ンステロールオキシダーゼフェノール
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1)C:ト ウモロコンサイレージ, B:大麦サイレージ,
R:ラ イ麦サイレージ,数字はその給与比率を示す。
2)サイレージのTDN含量は日本飼料成分表の値 (表
2)を使用

法,3ヒ ドロキシ酪酸 :ベ ーリンガーマンハイム社製Fキ ッ
ト)で定量した。

3 試験結果及び考察

表 2に供試したサイレーツの発酵品質及び飼料成分を示

した。大麦サイレージはpH及び酪酸含量が高 く発酵品質
は劣っていた。ライ麦サイレージの発酵品質はやや劣って

いた。一方, トウモロコンサイレージの発酵品質は良好で

あった。一般的に,大麦サイレージ及びライ麦サイレージ

は発酵品質が劣ると言われているが,本試験でもその傾向
が認められた。飼料成分ではライ麦は大麦よりもNDF含
量及びADF含量が高かった。
表 3に代謝体重当りの乾物及びTDN摂取量を示した。
乾物摂取量はC区 >BlC2区 >B2Cl区 >RlC2区 >R2Cl
区>B区で,C区が最も多く,大麦サイレージ, ライ麦サ
イレージの混合割合が高まるほど低下した。また, トウモ

ロコンサイレージに混合するサイレージの種類では,大麦
サイレージがライ麦サイレージよりも乾物摂取量が多い傾

向を示した。TDN摂取量については,TDN含 量が高い
飼料ほど乾物摂取量の多いことから,飼料間の相対的な差

は拡大した。

繊維含量が高い飼料ほど,摂取量が少ない関係が知られ

ている。大麦,ラ イ麦サイレージを混合した飼料で摂取量

が低かった原因として,サイレージ自体の繊維 (NDF)
含量が高いことが一因と考えられる。
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表 2 供試サイレージの発酵品質,乾物率及び飼料成分
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1)TDN含量は日本飼料成分表より引用

表3 肥育牛における1日 当りの乾物及びTDN摂取
量 (代謝体重当り)

1)摂取量は2週間の給与期間のうちの後半7日 間の平
均値。
2)TDN摂 取量は各品種 2頭ごとと全 6頭の平均値を
表示。
3)ZH:プ ラーマン×ホルスタイン。
4)SN:サ ンタガートルーディス×日本短角種。
5)NN:日 本短角種。

単一給与の場合の乾物摂収量は,大麦サイレージ (乳熟
～完熟期)で体重比15～21%D.ラ イ麦サイレージ (黄
熟～完熟期)で 14～16%2)の試験例が報告されている。
本試験の摂取量は体重比に換算すると15～20%で ,濃厚
飼料との混合給与であることを考慮するとやや低い。大麦
サイレージでは,発酵品質が劣っていたことが飼料摂取量
が低かった一つの原因かもしれない。

表4 大麦・ ライ麦サイレージの給与割合と血液成分

1)BlC2区では採血を実施しなかった。

4 ま と め

大麦サイレージ及びライ麦サイレージの摂取量は,サ イ
レージ割合が60%の混合給与において, トウモロコンサイ
レージの場合よりも劣った。したがって,粗飼料の多給を
ねらう場合 (例えば肥育前期・中期)では, トウモロコン
サイレージ給与の方が望ましいと考えられる。一方,大麦・

ライ麦サイレージの給与は肥育後期のように粗飼料給与量

が少ない場合にお、さわしいといえる。
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